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はじめに

ノドアカツグミ Turdus ruficollis は，シベリア中南

部からモンゴル北部・中国北西部で繁殖し，インド

亜大陸北部から中国南部・ミャンマー北西部で越冬

する（Collar，2020）。日本へは稀な旅鳥または冬鳥

として飛来し，全国的に記録されている（日本鳥学

会，2012；梅垣，2015）。鹿児島県でも離島におい

て本種とされる複数の観察例があるが，鹿児島県本

土における記録は知られていない（後述）。著者ら

は 2021 年 1 月から 2 月にかけて，鹿児島県肝属郡

錦江町でノドアカツグミ 1 個体（以下，本個体）を

観察・撮影したのでここに報告する。

なお，本稿で扱うツグミ類の分類は IOC world Bird 

List（Gill et al., 2020）や The eBird/Clements checklist 

of Birds of the World（Clements et al.，2022）に準拠

し，ノドアカツグミを単形種（monotypic species）と

して扱った。また，同様に本種の属する科をツグミ

科 Turdidae とした。 

1 観察者名

 上國料まり子（初認），吉岡敦史（終認），加藤

銀次ほか

2 観察日時・場所

2021 年 1 月 24 日 15 時 30 分に著者の 1 人である

上國料によって観察・撮影されたのが初認である。

以降，著者らほか数名の観察者により継続的に観察

され，2021 年 2 月 9 日の 11 時 15 分に観察・撮影さ

れたのが終認である（吉岡敦史，私信）。観察場所

は鹿児島県肝付町錦江町神川の神川大滝公園内（31

°15’29”N，130°48’49”E 付近）であった。 

3 観察距離 

約 5m から 40m の距離。8 倍，10 倍の双眼鏡を用

いて観察し，焦点距離が 35 mm 換算で 960 mm の超

望遠レンズを装着した一眼レフカメラ，3000 mm の

超望遠コンパクトデジタルカメラを用いて撮影し

た。

4 観察した環境 

神川大滝公園は神ノ川の河口から約 3.5 km 上流

の大滝付近に位置する。滝の周辺は森林が発達して

いるが，川を挟む形で両岸に公園が整備されている。

本個体が観察されたのは主に公園北部の駐車場周辺

で，神ノ川の右岸側であった。駐車場に隣接する斜

面は落葉・落枝で覆われ，まばらに草本植物が生育

していた。駐車場の南側と西側には芝生で整備され

た広場があった。またこれらの公園内の環境にはサ

クラ Cerasus sp. の植木があった。川沿いにはハゼ

ノキ Toxicodendron succedaneum またはヤマハゼ T.

sylvestre と思われる植物が見られた。

5 形態に関する記述 

本個体は同時に観察されたシロハラ Turdus 

pallidus とほぼ同大で，よく似た体型をしていた（図

1）。額から上尾筒にかけての体上面は褐色味のある

青灰色であった（図 1，2）。眼先は黒褐色で，眉斑，

眼の下や腮から胸にかけては赤褐色であった（図

1）。なお，これらの赤褐色部にはまばらに淡色部が

混在しており，喉の付近に縦線状の黒色部がわずか

に認められた（図 1）。側胸や腹以下の体下面は汚

白色で，灰色の不明瞭な斑があった（図 1）。下尾筒

は無斑であった（図 1）。小翼羽と雨覆は暗灰褐色

で，大雨覆は外弁の淡色の羽縁と先端部の淡色斑が

明瞭であった（図 1，2）。初列風切，次列風切，三

列風切は暗灰褐色で，外弁には淡色の羽縁があった



 

（図 2）。初列風切については P6-8 の 3 枚に外弁欠

刻が認められた。下雨覆は白っぽく，橙色味があっ

た（図 3）。尾羽は大部分が橙褐色で，中央尾羽は黒

味が強かった（図 2）。外側尾羽も先端付近は黒味

がかっていた（図 2，3）。また，各尾羽の先端部は

先細りする形状であった（図 2，3）。嘴は先端と上

嘴の上部が黒く，基部側にかけてのそれら以外の部

分は黄色であった（図 1）。脚は黒味がかった肉色

であった（図 3）。

6 種を同定した規準

シロハラに似た体型とその大きさから，本個体は

ツグミ科 Turdidae の鳥と考えられた（Winkler et al.，

2020）。同科において，額から上尾筒までの体上面が

褐色味を帯びた青灰色で，喉から胸にかけての範囲

と尾羽に広く赤褐色部を有し，腹以下の体下面が汚

白色や灰色である種は，ノドアカツグミのみである

（Clement et al.，2000；Winkler et al.，2020）。また，

本個体の大雨覆には羽縁や先端に淡色部が見られ，

尾羽の各羽先端が細く尖っていた。これらは幼羽で

あり（Clement et al.，2000；Svensson，2011； Shirihai 

& Svensson，2018，），本個体は第一回冬羽と考えら

れる。ノドアカツグミの第一回冬羽において，先述の

特徴を併せ持つのは雄である（Clement et al.，2000；

Svensson，2011；Shirihai & Svensson，2018）。以上よ

り，本個体をノドアカツグミの雄第一回冬羽と同定

した。

なお，ノドアカツグミはノドグロツグミ T. 

atrogularis との中間個体が知られ（Clement et al.，

2000），ノドグロツグミ，ツグミ T. eunomus，ハチジ

ョウツグミ T. naumanni との交雑例がある（Clement 

et al.，2000；McCarthy，2006）。そのため，本個体の

中間個体，交雑個体の可能性を検討した。本個体は胸

の赤褐色部には黒色が混じっておらず，また紫色味

もなかったので，ノドグロツグミとの中間個体や交

雑個体ではないと考えられる（Clement et al.，2000，

Shirihai & Svensson，2018）。また，本個体の腹や下尾

筒にかけての体下面に橙褐色部は認められなかった

ため，ハチジョウツグミとの交雑個体であることは

示唆されなかった（Clement et al.，2000；Young Guns，

2013）。ツグミは体上面の暗褐色，翼部の赤褐色，体

下面の黒色など，ノドアカツグミとは配色の大きく

異なる羽色を持つ（Clement et al.，2000；Shirihai & 

Svensson，2018）。筆者が調べた限りでは，ノドアカ

ツグミとツグミとの交雑個体における形態的特徴を

解説した文献は参照できなかったが，本個体にこれ

らのツグミのような特徴や，両者の中間的と思われ

る形質は見られなかったため，この組み合わせの交

雑の可能性は排除した。以上により，本個体は交雑個

体ではないと判断した。

図 1 錦江町で観察されたノドアカツグミの左側面 

（2021 年 2 月 3 日 撮影：加藤銀次） 

図 2 錦江町で観察されたノドアカツグミの背面 

（2021 年 2 月 3 日 撮影：加藤銀次）

図 3 錦江町で観察されたノドアカツグミの翼下面及

び外側尾羽上面  

（2021 年 2 月 4 日 撮影：加藤銀次）

7 観察した行動



 

 公園の駐車場に隣接した斜面では，落ち葉等をひ

っくり返しながら採食しており，芝生の広場でも探

餌していた。ただし，いずれも採食しているものは

確認できず，分からなかった。また，斜面から飛び

立ち，サクラにとまることがあった。さらに，シロ

ハラに追われ，公園に隣接する林へ入る様子を観察

した。本個体は主に神ノ川の右岸側で行動していた

が，時折川の左岸側に移動し，ハゼノキまたはヤマ

ハゼと思われる木の果実を食べていた。

8 過去の記録とその文献 

鹿児島県内におけるノドアカツグミの記録につい

て述べる。所崎・山元（1999）にノドアカツグミの

記載はない。ただし，所崎・山元（1999）以降，2004

年 3 月平島（関ら，2011），2004 年 11 月平島（日

本鳥学会，2012），2006 年 12 月奄美大島（奄美野

鳥の会，2009；日本鳥学会，2012）において記録が

あるとされる。2006 年 12 月の奄美大島の記録につ

いては，奄美野鳥の会（2009）に写真が掲載されて

いる。しかし，いずれの記録も詳細な検討を伴った

報告はなされていないと思われる。

また，日本野鳥の会かごしま県支部（2021）によ

ると，2013 年 3 月に下甑島での記録がある。ただし，

その出典元となっている日本野鳥の会鹿児島（2013）

には「ノドアカツグミ×ハチジョウツグミ？」とし

て掲載されている。同記録の観察者である所崎聡氏

によると，観察されたのは交雑の可能性がある個体

であったという。よって，同記録はノドアカツグミ

の記録として疑義がある。

9 その他 

 従来，ノドアカツグミとノドグロツグミはそれぞ

れを亜種として含む同一種とされ，日本鳥学会

（2012）もこの考えを採用している。しかし，本稿

では Gill et al.（2020）や Clements et al.（2022）など

の国際的な主要チェックリストで近年別種として扱

われていることを考慮し，これらに従った。

10 考察 

ノドアカツグミは本来の分布域から外れて韓国，

日本，台湾で記録されている（Brazil，2009）。日本

国内での記録は全国的に存在する（日本鳥学会，2012

；梅垣，2015）。このような記録状況を踏まえると，

本個体は錦江町に自然飛来したと考えて疑問はな

い。また，稀な旅鳥または冬鳥とされるため（梅垣，

2015），本記録の観察時期は妥当と言える。なお，

本個体には翼，尾の不自然な摩耗，嘴・趾のこぶと

いった，篭脱けを示唆する形態的特徴は認められな

かった。

本記録は，鹿児島県本土におけるノドアカツグミ

の初記録である。また，本稿は詳細な種同定を行っ

た，鹿児島県における本種の初の学術報告である。

ノドアカツグミの識別の際には，近縁種との中間個

体や交雑個体の可能性を検討する必要があると思わ

れたため，本稿では過去の本県における過去の各記

録についての精査は見送った。また，同様の理由で

県内における未発表の記録の収集は行なわなかっ

た。本種は観察例が多いにも関わらず，全国的にも

観察記録が学術報告された例は少ないと思われる。

本種の日本への飛来状況をより正確に把握するに

は，未発表の記録や，同定が不十分な記録について

適切な検討の末，報告されることが望ましい。
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